


仕  様  書 
 

１． 本地区の工事仕様書は広島県土木工事共通仕様書，及び日本水道協会発刊の水道工事標準仕様書（２０１０）による外，

特記仕様書に定めるところによる。 

 

２． 請負人は契約書，設計書，図面及び各仕様書に基づき，共通仕様書の１―１－６にて示す施工計画書の記載内容に準じ

て，工事実施に必要な施工計画書を作成し，監督員に提出して承認を得なければならない。施工計画書の内容に変更が

生じた場合には，変更計画書を提出して監督員の承認を得なければならない。監督員が特に指示した事項については，

詳細な施工計画書を提出して承認を得なければならない。 

 

３． 工事施工に当り，設計書・図面及び仕様書について疑義を生じたときは係員に協議し指示を受けること。 

 

４． 請負人は，必要な仕様書などについては現場内に２部以上は用意すること。 

 

５． 工事着手前に，漁業組合の同意を得，その写しを監督員に提出すること。河川漁業に影響を与える恐れのある工事につ

いては，濁水対策施設等の施工を行うこと。 

 

６． 工事関係区域内の交通規制および安全施設等は，請負人において責任を持って対応すること。また，関係区域内におけ

る一般車両の通行車線及び歩行者通路については，常に維持補修を行い円滑な通行を確保すること。（必要に応じ夜間

照明等設置する） 

 

７． 工事期間中に，通行止とするときには地元住民と十分協議すること。 

 

８． 現場内の作業においては，施工計画書に示す安全管理の指針とその方法に基づいて，万全の配慮のもとに安全な施工を

行わなければならない。工事区域はもとより，関係道路沿線の通路は常にパトロール及び維持補修を行い，地域の住民

や一般交通への安全を図ること。 



 

９． 工事期間中，工事現場内やその運搬経路の途中で，必要な保安措置を怠ったために，第三者などに被害を与えた場合は，

請負人の責任により解決するものとする。 

 

１０． 請負人の使用する，現場事務所，諸材料倉庫，便所，監督員詰所などの建物，各資材置場，工事現場などの保安，安全

設備，排水工事，工事用動力などの仮設費用は，一切請負人の負担で行わなければならない。また，その用地を求める

場合は，借用条件や費用などの取りかわした契約書面を監督員に提出するものとする。 

 

１１． 本工事に使用するコンクリートについては，「広島県土木工事共通仕様書の運用第１編５－３－２条」によらず，鉄筋

構造物のコンクリート（呼び強度２１及び２４）の水セメント比については５５％以下，無筋構造物のコンクリート（呼

び強度１８）の水セメント比については６０％以下とすること。 

 

１２． 特定建設資材廃棄物については，下記のとおり適正に処理すること。 

（１） 工事受注者は，本工事により発生する特定建設資材廃棄物（特定建設資材（アスファルト・コンクリート，コン

クリート及び木材）が廃棄物になったものをいう。）について，「建設工事に係る資材の再資源化等に関する法

律」（平成１２年法律第１０４号。以下「建設リサイクル法」という。）及び「廃棄物の処理及び清掃に関する

法律」（昭和４５年法律第１３７号。以下「廃棄物処理法」という。）を遵守し適正に処理しなければならない。 

（２） 工事受注者は，その請け負った建設工事の全部又は一部を他の建設業を営む者に請け負わせようとするときは，

当該他の建設業を営む者に対して，法第１２条第２項に基づき，法第１０条第１項第１号から第５号までに掲げ

る事項について告げなければならない。 

（３） 工事受注者は，工事着手前に，「再生資源利用計画書」，「再生資源利用促進計画書」及び「建設廃棄物処理計

画書」を本工事の監督員に提出しなければならない。 

（４） 工事受注者は，「再生資源利用計画書」，「再生資源利用促進計画書」及び「建設廃棄物処理計画書」に従い特

定建設資材廃棄物が適正に処理されたことを確認し，工事完成時に，「再資源化等報告書」，「再生資源利用実

施書」，「再生資源利用促進実施書」及び「建設廃棄物処理実施書」を本工事の監督員に提出しなければならな

い。 



（５） 工事受注者は，工事完成後速やかに，建設リサイクル法第１０条の届出を所管する地域事務所長に対して，「再

資源化等報告書」を提出しなければならない。 

（６） 本工事で発生した建設資材廃棄物は，広島県（環境局）が，廃棄物処理法に基づき許可した適正な施設で処理す

ること。 

（７） 本工事における再資源化に要する費用（運搬費を含む処分費）は，前記６．に掲げる施設のうち受入条件が合う

ものの中から，運搬費と受入費（平日の受入費用）の合計が最も経済的になるものを見込んでいる。従って，正

当な理由がある場合を除き再資源化に要する費用（単価）は変更しない。 

 

１３． 請負者は，受注時または変更時において工事請負代金額が 500 万円以上の工事について，工事実績情報サービス（ＣＯ

ＲＩＮＳ）に基づき，受注・変更・完成・訂正時に工事実績情報として「工事カルテ」を作成し，監督員に確認のうえ，

受注時は契約締結の日から 10 日以内に，登録内容の変更及び訂正時は変更契約締結の日から 10 日以内に登録機関に登

録しなければならない。（ただし，工事請負代金 500 万円以上 2,500 万円未満の工事については，受注・訂正時のみ登

録するものとする。）また，「工事カルテ受領書」が届いた場合，ただちにその写しを監督員に提出すること。なお，

工事請負代金 500 万円以上 2,500 万円未満の工事については，共通仮設費の技術管理費に「ＣＯＲＩＮＳ登録などにか

かる費用」を見込んでいる。 

 

１４． 本工事の工期は，検査期間として 14 日間を見込んでいる。 



特 記 事 項 
 

１． この工事の施工に際して資材の購入またはやむを得ず工事の一部を第三者に請け負わせようとする場合は，極力三次市

内に主たる営業所を有する業者に発注するものとする。 

 

２． 暴力団等による工事妨害に対する取扱いについて 

 

（１） 第三者から工事妨害の被害を受けた場合は，その旨を直ちに報告するとともに被害届を速やかに警察署へ提出す

ること。 

 

（２） 警察署から被害届受理証明書が交付され，かつ，工程の調整を行ったにもかかわらず工期に遅れが生ずるおそれ

がある場合は，三次市建設工事執行規則の規定による工期延期願を当該証明書を添付して提出すること｡ 

 



令和 7 年度 公  共  事  業

工 事 設 計 書

広島県水道広域連合企業団三次事務所

工 事 番 号 設計第26号 摘
 
 
 
要

単  独

幹 線 名

路 線 名 等

施 工 位 置 三次市甲奴町　地内

工 事 名 橋本浄水場緩速ろ過池補砂工事(2号池）

工 事 費

金 円也
緩速ろ過池補砂　新砂搬入　26.04㎥　　廃砂搬出　4.27㎥

工 事 概 要



積算情報

工事名 橋本浄水場緩速ろ過池補砂工事(2号池）

執行年度 諸経費区分令和 7 年度 上水道 令和07年度

工種区分 変更回数諸経費一律

単価適用年月日 単価地区令和 7年 6月 1日付 公共 50:三次市(旧甲奴町)

機損適用年月日 歩掛適用年月日令和 6年度 公共・林道 令和 7年 4月 上水道(改定比較表)

補正情報
施工地域及び 設定区分無し

工事場所による補正率

現場環境改善費

冬期補正 設定区分無し

緊急工事補正 設定区分無し

前払支出割合区分 設定区分無し

契約保証に係る補正 契約保証に係る補正を行わない



橋本浄水場緩速ろ過池補砂工事(2号池）

総           括           表

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 摘           要

工事費
1    式

  本工事費
1    式

    諸経費一律01
1    式

合計

広島県水道広域連合企業団三次事務所

1



橋本浄水場緩速ろ過池補砂工事(2号池）

本 工 事 費 内 訳 書

費  目  ・  工  種  ・  種  別  ・  細  目 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 摘           要

諸経費一律01
1    式

  材料費
1    式 明   1 号

  労務費
1    式 明   2 号

直接工事費計

  諸経費一律
1    式

工事価格
1    式

  消費税等相当額
1    式

合計

広島県水道広域連合企業団三次事務所

2



橋本浄水場緩速ろ過池補砂工事(2号池）                               

【 第   1 号 明細書 】

材料費 1     式 当り

名      称   ・   規      格 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 摘           要

緩速ろ過砂　10ｔ車運賃含む
有効径0.3－0.45均等係数2.0以下　 26.04 m3

        計

広島県水道広域連合企業団三次事務所

3



橋本浄水場緩速ろ過池補砂工事(2号池）                               

【 第   2 号 明細書 】

労務費 1     式 当り

名      称   ・   規      格 数    量 単位 単     価 金       額 明細単価番号 摘           要

池壁洗浄工
51.3  m2

廃砂排出工
ｔ＝10ｃｍ 4.27 m3

旧砂搬出仮置工
t=19cm 8.11 m3

新砂搬入敷詰工
ｔ＝61ｃｍ 26.04 m3

旧砂搬入敷詰工
t＝19ｃｍ 8.11 m3

不陸整生工
3層・人力 128    m2

廃砂排出処分費
4.27 m3

12tラフタークレーン車
場内作業及び小運搬載替え用 1    式

        計

広島県水道広域連合企業団三次事務所

4



甲奴町橋本浄水場緩速ろ過池補砂工事(2号池）数量計算書

緩速ろ過砂（44.0㎡/池） ｔ＝61cm 42.68㎡ 26.04 ㎥

池壁洗浄工 L=30.0m H＝1.71m 51.30 ㎡

廃砂搬出工 t=10cm 42.68㎡ 4.27 ㎥

旧砂搬出仮置工 t＝19cm 42.68㎡ 8.11 ㎥

新砂搬入詰込工 ｔ＝61cm 42.68㎡ 26.04 ㎥

旧砂搬入敷詰工 t＝19cm 42.68㎡ 8.11 ㎥

新砂場内搬入運搬工 ｔ＝61cm 42.68㎡ 26.04 ㎥

不陸整正工 3層 3層 42.68㎡ 128.04 ㎡

廃砂搬出処分工 t=10cm 42.68㎡ 4.27 ㎥

緩速ろ過池の状況

当初 現況 仕上り

H=190

ろ過砂層 0.3～0.45㎜ 

均等係数2.0以下H=800

H=610

第1砂利層有効径3～4㎜ H＝100

第2砂利層有効径10～20㎜ H=100

第3砂利層有効径20～30㎜ H=150

第4砂利層有効径60㎜ H=230

ろ過砂層

H=290

新砂

旧砂








